
１ 回答者について 【（参考）報告書p.1】

市民意識調査（概要版）

対象：市内にお住まいの１８歳以上の方から無作為に選んだ3,000人

回答者数：1,439人

【有効回答率の推移】

H24年度 H26年度 H29年度 R1年度 ①回目 R1年度 ②回目 R5年度 R6年度
51.0％ 47.7％ 53.7％ 46.1％ 47.7％ 53.3％ 48.1％

今回
以下、回答者属性と特徴的なものを抜粋している。

２ 回答者属性について 【（参考）報告書p.7～9】

（3）居住地区（1）年齢

（2）性別

令 和 7 年 1 月 1 7 日

第 ２ 回 総 合 計 画

審 議 会 　 資 料 ３



３ 皆さまの暮らしについてお聞きしました

（1）居住年数（年代別）【（参考）報告書p.13】
Ｑ:あなたは芦屋市内に通算で何年住んでいますか。

●居住して「20年以上」の割合が５7.3％。

３ 皆さまの暮らしについてお聞きしました

（2）定住意向 【（参考）報告書p.17】
Ｑ:あなたは、（転勤等による移転予定の有無に関わらず）今のお住まいに
ずっと住んでいたいと思いますか。

●定住意向は依然高い傾向にある（Ｒ５：8６.６％⇒今回：8６.4％）。



３ 皆さまの暮らしについてお聞きしました

（3）定住意向 【（参考）報告書p.20】
Ｑ:住み続けている理由を教えてください。

●上位3つ

1位 まちなみが美しい 3５.9％

2位 日常生活の利便性が高い
（買い物・病院・図書館等） 3５.1％

3位 自然環境が豊か 33.６％

住宅都市としての特徴が伺える
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まちなみが美しい

日常生活の利便性が高い（買い物・病院・

図書館等）

自然環境が豊か

通勤通学などの交通の便が良い

住居を購入した（購入する予定がある）

地域イメージが良い

自分または家族が生まれ育ったところである

犯罪件数や交通事故が少ない

親や子供の家に近い

災害に強い（自然災害の少なさや防災設備の

充実など）

福祉サービスが充実している

教育環境が充実している

働きながら子育てできる環境（保育施設等）が

整っている

物価や住居費が安い

子育て支援施策（支援金や見守り等）が充実して

いる

その他

無回答

（n=1,439）

４ 地域のつながりの変化についてお聞きしました

（1）日常的に近所のこどもと接する機会【（参考）報告書p.3５～3６】
Ｑ:あなたは、日常的に近所のこどもと接する機会がありますか。

●「全くない」が、上昇している（Ｒ５：37.0％⇒今回：40.9％）。
20歳代は、５9.7％となっている。
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（２）地域の人との関わりの程度【（参考）報告書p.41～42】
Ｑ:あなたは、お住まいの地域の人とどの程度の関わりがありますか。

４ 地域のつながりの変化についてお聞きしました
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●「全く付き合いがない」が、上昇している（Ｒ５：9.1％⇒今回：12.0％）。
20歳代は、24.4％となっている。

（３）地域の人との関わりは必要だと思うか【（参考）報告書p.43～44】
Ｑ:あなたは、地域の人との関わりは必要だと思いますか。

４ 地域のつながりの変化についてお聞きしました

●「思わない」が、上昇している（Ｒ５：６.7％⇒今回：12.7％）。
20・30歳代は、20％超えとなっている。
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５ 夫婦間の役割分担への意識についてお聞きしました

（１）生活費の負担（理想・現実）【（参考）報告書p.88】
Ｑ:あなたは、家事や育児など夫婦間での分担についてどのようにお考えですか。

●【理想】「同程度・適宜分担」が、上昇している（Ｒ５：3５.3％⇒今回：39.4％）。

●【現実】「主に男性」が、負担している（Ｒ５：６2.６％⇒今回：６1.５％【微減】）。

５ 夫婦間の役割分担への意識についてお聞きしました

（２）家事の負担（理想・現実）【（参考）報告書p.94】
Ｑ:あなたは、家事や育児など夫婦間での分担についてどのようにお考えですか。

●【理想】「主に女性」が、減少している（Ｒ５：31.５％⇒今回：29.3％）。
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●【現実】「主に女性」が、負担している（Ｒ５：６2.1％⇒今回：６1.8％【微減】）。



５ 夫婦間の役割分担への意識についてお聞きしました

（３）育児・子育ての負担（理想）【（参考）報告書p.100】
Ｑ:あなたは、家事や育児など夫婦間での分担についてどのようにお考えですか。

●【理想】「主に女性」が、減少している（Ｒ５：1５.7％⇒今回：13.1％）。

●【現実】「主に女性」が、負担している（Ｒ５：５0.3％⇒今回：49.4％【微減】）。
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６ 各施策目標の達成度合いをお聞きしました

（1）施策目標ごとの満足度 【（参考）報告書p.109～110】
Ｑ:総合計画の掲げる13の施策目標について、芦屋市の現状をどのように
感じていますか。

●「満足」と「やや満足」の割合の合計 上位3つ

1位 ⑨住宅都市の魅力が受け継がれ、高められている 81.3％ （Ｒ５：73.7％）
２位 ⑥良好な生活環境が整い魅力的な暮らしが創出されている 7５.4％ （Ｒ５：70.1％）
３位 ⑩持続可能なインフラ整備が進んでいる 74.3％ （Ｒ５:６3.2％）

●「不満」と「やや不満」の割合の合計 上位3つ

1位 ⑧日常の安全安心が確保されている 19.５％ （Ｒ５:27.1％）
2位 ⑫人口減少社会に対応した健全で効果的な行財政運営が行われている 19.1％（Ｒ５:44.4％）
3位 ⑬急速な社会変化に対応できる組織になっている 17.2％（Ｒ５:42.9％）



６ 各施策目標の達成度合いをお聞きしました

今回の特徴：すべての施策目標において、
「不満」「やや不満」が改善されている

●「満足」と「やや満足」の割合の上昇率 上位3つ

1位 ⑩持続可能なインフラ整備が進んでいる +11.1％（対Ｒ５比) 
２位 ⑬急速な社会変化に対応できる組織になっている +8.５％（対Ｒ５比）
３位 ⑨住宅都市の魅力が受け継がれ、高められている +7.６％（対Ｒ５比）

●「不満」と「やや不満」の割合の改善率 上位3つ

1位 ⑬急速な社会変化に対応できる組織になっている +2５.7％（対Ｒ５比）
2位 ⑫人口減少社会に対応した健全で効果的な行財政運営が行われている +2５.3％（対Ｒ５比）

3位 ⑪協働の意欲が高まり地域住民主体のまちづくりが進んでいる +20.4％（対Ｒ５比）

６ 各施策目標の達成度合いをお聞きしました

（2）芦屋市の現状の評価 【（参考）報告書p.1５0】
Ｑ:あなたは、１３項目の施策の目標全体を通して見たときに、
芦屋市の現状をどのように感じていますか。

●評価は、大幅に上昇している（Ｒ５：５2.7％⇒今回：６9.7％）。
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６ 各施策目標の達成度合いをお聞きしました

（3）前回調査（Ｒ５）との比較
【（参考）報告書p.1６3】
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・象限Ａ…満足度が高く、重要度が低い
⇒施策が評価され、緊急性は低いと
意識される分野

・象限Ｂ…満足度・重要度ともに高い
⇒施策が評価されているが、
さらに発展が求められる分野

・象限Ｃ…満足度・重要度ともに低い
⇒施策への評価は低く、
関心も低い分野

・象限Ｄ…満足度が低く、重要度が高い
⇒施策への評価が低く、
重点的な取組が求められる分野

今年度平均：2.81

今年度平均：12.5

７ 皆さまの暮らしについてお聞きしました

（1）自身の幸福度（年代別）【（参考）報告書p.173】
Ｑ:現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を10点、
「とても不幸」を０点とすると、何点ですか。

●20代は他の年代と比較して7～8点の割合が高い（参考：芦屋市 平均7.3点）。
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７ 皆さまの暮らしについてお聞きしました

（2）暮らしの満足度（地域別）【（参考）報告書p.177】
Ｑ:現在、あなたの住んでいる地域の暮らしにどの程度満足していますか。
「とても満足」を10点、「とても不満足」を０点とすると、何点ですか。
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●奥池地区、山手小学校区は、他の地区と比較して9～10点の割合が高い
（参考：芦屋市 平均7.3点）。
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①【文学】詩や俳句の展示、作家の講演など

②【音楽】ライブ、コンサート、演奏など

③【美術】絵画、彫刻、工芸、陶芸など

④【写真】展示や撮影など

⑤【演劇】現代劇・ミュージカルなど

⑥【舞踊】舞踊、ダンスなど

⑦【メディア芸術】映画・インターネット・アニメーションなど

⑧【伝統芸能】能、歌舞伎、雅楽など

⑨【芸能】落語、漫才、講談、浪曲など

⑩【生活文化】茶華道、書道、盆栽、華道、錦鯉など

⑪【生活文化】料理、ファッション（和装）など

⑫【商業･観光】まちなみ等の鑑賞・ファッションやスイーツ

等の店舗や施設の散策／地域や店舗等の魅力発信など

⑬【歴史】歴史・文化財・遺跡など

⑭【歴史】歴史的建造物（近代建築）など

⑮【国際文化】外国の伝統芸能・文化の体験など

⑯【地域コミュニティ】地域コミュニティでの文化的活動など

⑰【伝統行事】祭りなどの伝統行事

⑱【自然体験】登山や川遊び等の自然体験

⑲【スポーツ】野球、サッカー、ラグビーなど

無回答

（n=1,439）

８ 文化についてお聞きしました

（1）「文化」という言葉に対してイメージする
もの【（参考）報告書p.184】

●上位3つ
1位 ③【美術】絵画、彫刻、工芸、陶芸など」
70.1％

2位 ⑬【歴史】歴史・文化財・遺跡など
６５.3％

3位 ⑨【伝統芸能】能、歌舞伎、雅楽など
６1.8％
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８ 文化についてお聞きしました

（2）映画・音楽・美術・読書・スポーツ等に触れる体験を行うための外出頻度
【（参考）報告書p.230～231】

●「月1回以上」が、減少している（Ｒ５：42.５％⇒今回：3５.５％）。
30歳代以下は、「月1回以上」が40％を超えている。
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９ 周知啓発についてお聞きしました

（1） 広報あしや【（参考）報告書p.24６、2５0、2５1】

●認知度：「知っている」が、93.4％。満足度は、前回に比べ上昇している（Ｒ５:５６.1％
⇒今回：６7.５％）。また、年代が上がるにつれ、満足度が上昇傾向にある。

46.6 41.4 5.4 4.9 1.7①広報あしや
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よく知っている 知っているし、見たことがある
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インターネットを接続する環境がない 無回答
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6.7

5.0

2.9

6.3

5.0

7.4

5.3

5.1

0.8

1.0

1.8

1.3

1.0

28.9

33.6

30.0

22.4

17.7

19.9

11.1

7.6

26.7

19.3

7.1

3.4

1.8

1.4

1.3

0.5

2.2

1.7

2.9

0.5

0.7

1.4

4.4

5.1

１０歳代

（n=45）

２０歳代

（n=119）

３０歳代

（n=140）

４０歳代

（n=205）

５０歳代

（n=282）

６０歳代

（n=216）

７０歳代

（n=226）

８０歳以上

（n=197）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【満足度】

【認知度】 【満足度・年代別】



13.8 44.8 18.0 14.7
3.2

5.6②市のホームページ

7.5

4.3

26.9

24.1

7.9

13.6

1.9

5.0

20.2

22.2

2.2

2.8

24.3

25.1

9.0

3.0

今回調査

（n=1,439）

前回調査①

（n=1,598）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している

やや不満 不満

どちらともいえない インターネットを接続する環境がない

見たことがない 無回答

９ 周知啓発についてお聞きしました

（2） 市ホームページ【（参考）報告書p.24６、2５５、2５６】

●認知度：「知っている」が、7６.６％。満足度は、前回に比べ上昇しているが
（Ｒ５:28.4％⇒今回：34.4％）、30・40・６0歳代では、満足度が低い傾向にある。

よく知っている 知っているし、見たことがある

存在は知っているが、見たことが無い 見たことが無い

インターネットを接続する環境がない 無回答

【満足度】

【認知度】 【満足度・年代別】

4.4

9.2

7.1

5.4

12.1

6.5

4.9

7.6

24.4

25.2

22.9

31.2

29.4

28.2

23.9

25.4

4.2

13.6

12.2

7.4

12.0

4.4

3.0

0.8

2.1

3.4

3.2

1.4

1.3

0.5

15.6

22.7

24.3

29.3

23.4

19.4

15.0

9.6

0.9

4.4

9.6

51.1

35.3

24.3

16.6

20.2

25.0

27.0

22.8

4.4

2.5

5.7

2.0

4.3

6.5

19.0

21.3

１０歳代

（n=45）

２０歳代

（n=119）

３０歳代

（n=140）

４０歳代

（n=205）

５０歳代

（n=282）

６０歳代

（n=216）

７０歳代

（n=226）

８０歳以上

（n=197）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1０ 教育を充実させるための取組についてお聞きしました

（1）就学前教育の充実のために必要な取組【（参考）報告書p.2６3】

（注）前回調査⑤では、「高校生までの子どもがいる回答者」に限定して聞いていた
ため、今回調査のデータから「高校生までの子どもが居る世帯」のみを抽出した結果
と比較している。また、前回調査⑤では、上記に加えて「わからない」「その他」と
いう選択肢があったが、今回は該当する選択肢がないため表示していない。

●前回調査に比べ、
・ 「こどもの主体性・思考力を伸ばす教育の充実」
が減少している
（前回：５4.4％⇒今回：4６.1％）。

・ 「保育士・幼稚園教諭の資質・保育力の向上や
職員体制の充実」が、上昇している
（前回：29.0％⇒今回：3６.8％）。



48.2

43.4

38.0

36.5

26.9

23.1

16.5

16.2

9.6

9.3

2.7

1.8

22.8

41.9

44.0

46.1

34.0

27.0

19.5

14.9

7.9

7.1

0.0

8.3

授業や教育活動がワクワクすること

こどもに将来の夢や目標を持たせ、その実現

を支援すること

自尊感情やコミュニケーション能力を高める

ような支援を行うこと

教育に対する責任感や愛情を持って接する

こと

社会の要請や時代の変化に柔軟に対応する

力を持つこと

こどもに公平に接すること

生活習慣や社会規範の手本となり指導する

こと

こどもや保護者の相談に快く応じてくれること

担当教科に関して専門的な知識を持つこと

部活動や体育等の基礎的な体づくりを熱心に

指導すること

特にない

無回答

0% 20% 40% 60%

今回調査

（n=334）

前回調査⑤

（n=807）

1０ 教育を充実させるための取組についてお聞きしました

（2）小・中学校に対して望むこと【（参考）報告書p.2６５】

（注）前回調査⑤では、「高校生までの子どもがいる回答者」に限定して聞いていた
ため、今回調査のデータから「高校生までの子どもが居る世帯」のみを抽出した結果
と比較している。また、前回調査⑤では、上記に加えて「わからない」「その他」と
いう選択肢があったが、今回は該当する選択肢がないため表示していない。

●前回調査に比べ、
「授業や教育活動がワクワクすること」が、
上昇している（前回：22.8％⇒今回：48.2％）。

●減少しているといえる項目
・自尊感情やコミュニケーション能力を高める
ような支援を行うこと
・教育に対する責任感や愛情を持って接すること
・社会の要請や時代の変化に柔軟に対応する
力を持つこと


